
■USD/TWD　　　予想レンジ︓31.380-31.580
今週は上値の重い推移を⾒込む。⽶インフレ率の鈍化が確認される中、⽶⾦利の上昇余地は限定的な他、堅調な⽶
国株式市場の値動きにつられて台湾株価が底堅く推移する場合、台湾ドルは買われやすいであろう。

■USD/JPY　　　予想レンジ︓148.00-151.00
今週は上値の重い推移を⾒込む。年内の⽶利下げ織り込みは約3回程度まで剥落しており、⼀段の後ずれは期待され
づらい中、ドル円は上値の重い展開となるであろう。

■USD/TWD
先週のドル/台湾ドルは上に⾏ってこい。週初2/26は31.570でオープン後、外国⼈投資家いにょる台湾株買いを背景に
台湾ドル買いが優勢となり⼀時31.535まで下落。2/27は⽶国債⼊札による需給悪化懸念や、週央の⽶重要指標発
表への警戒感を反映し⽶⾦利が上昇する中、ドル買いが優勢となり31.60近辺まで上昇。2/28は台湾休場。2/29は
、午前中に⼤規模な海外送⾦が⾒られていたことで、ドル買いが優勢となり、⼀時31.699まで上昇。その後、輸出業者
による外貨売りや、上値を押さえる動きが⾒られたことで31.60近辺まで下落した。3/1は材料に乏しい中、31.60を挟み
揉み合いの推移。最終的には前週⽐概ね変わらずの31.545で先週の取引を終了。週間の外国⼈投資家の株式買い
越し額は62.7億台湾ドル。

■USD/JPY
先週のドル/円は下落。週初2/26は150.49でオープン後、⽶⾦利の上昇を背景にドル買いが優勢となり150円台後半
まで上昇。2/27は⽇1⽉CPIが市場予想を上回る結果となったことを受けて円が買われ150円台前半まで下落も、⽶⾦
利の⾼⽌まりを受けドルが買い戻される展開に。2/28は⽶重要指標の発表を控えドル買いが進み、⼀時150.85まで上
昇。しかし⽶第4四半期GDP改定値が市場予想を下回る結果となると、⽶⾦利の低下が進みドル売りが優勢となり、15
0円台半ばまで下落した。2/29は、⽶1⽉PCEが発表され、前⽉⽐で鈍化していたことを受けてドル売りが進み、⼀時14
9.21まで下落した。3/1は、⽇銀の植⽥総裁より「安定的なインフレ目標達成が⾒通せる状況に⾄っていない」との発⾔
が聞かれると、円売りが優勢となり150円近辺まで上昇する展開に。最終的には前週⽐0.5％ドル安円⾼の149.99で
先週の取引を終了。

■⽶国債利回り
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今週の予定
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市場動向 先週の市場動向
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